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わたくしたち豊橋市民は　
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本書（本文）は、古紙配合率 70％、白色度 70％の再生紙を使用しています。
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豊橋市民愛市憲章

平成 21年度版

１．心をあわせ美しい町をつくりましょう。　　

１．よく働き豊かな町をつくりましょう。　　　

１．愛情をもちあたたかい町をつくりましょう。

１．きまりを守り明るい町をつくりましょう。　

１．教養をたかめ文化の町をつくりましょう。　

環　　境　　方　　針
１　基　本　理　念
　私たちは、豊かな自然の恵みに支えられて、生命をはぐくみ、歴史を刻ん
できました。
　近年、私たちの生活は急速な科学技術の発達により便利で豊かなものにな
りましたが、事業活動の拡大や生活様式の変化に伴い、いつのまにか環境に
多大な負荷を与えるようになり、地球の環境そのものが脅かされようとして
います。
　私たちのまち豊橋でも、都市化の進展などに伴い、環境への負荷が増大し、
自然環境や生活環境への影響が懸念されています。
　豊橋市は、現在の健全で恵み豊かな環境を将来の世代に継承できるよう、
環境負荷の低減に向けて率先して取り組むとともに、市民、事業者と協働し
て、持続的な発展が可能な社会の構築に努めます。

２　基　本　方　針
 低炭素社会の構築に向け、市域の温室効果ガス排出量を削減するよう、
最新技術を積極的に導入するなど地球温暖化防止に向けた取組を推進し
ます。

 循環型社会の形成に向け、3Ｒ（Reduce･Reuse･Recycle）を適切かつ
積極的に推進します。

 生物多様性が確保される自然との共生社会づくりを目指して、自然環境
に配慮した事務事業を推進します。

 市民・事業者との協働のもと、幅広く環境保全に関する施策を推進しま
す。

 環境に関連する法令等を順守し、環境汚染の未然防止に努めます。

　この基本方針に基づき、本市の事務事業の推進に関して、環境マネジメン
トシステムを確立し運用するとともに、システムの定期的見直し、継続的改
善を図ります。
　また、職員が率先して環境配慮を実践し、市民・事業者の規範となるよう
努めます。
　この環境方針を職員に周知徹底し、市民に公表します。

　平成 21 年４月１日
　　　　　　　　　　　　　　　豊橋市長　　佐　原　光　一
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第１章　　総　　　説

１．豊橋市の概況
　本市は、愛知県の東南端に位置しており、東を静岡県に接し、南は太平洋、西は三河湾に面し、海・山・

川の自然に恵まれた温暖な気候風土のところである。

　この地方は、古くは穂の国と呼ばれていたが、大化の改新の頃三河の国に統合され、鎌倉時代には豊川

に橋が築かれたことから、今橋と言われるようになった。

　その後、戦国時代の攻防の中で地名を吉田と改称、江戸時代には城下町として、また東海道五十三次

34 番目の宿場町として当代交通の要衝となり、更に豊川の水利と渥美湾における海運は物資の集散地と

してその発達を助けてきた。

　明治２年吉田藩を豊橋藩と改め、明治 22 年の町制施行を経て、明治 39 年市制を施行し、県下２番目の

市として誕生した。更に、昭和７年には隣接町村を合併し、蚕糸の町・軍都として栄え、全国に名声を博

した。

　以来、太平洋ベルト地帯の中間に位置した恵まれた地理条件の下、工業整備特別地域、農業経済圏など

の指定に基づく開発、整備が行われてきた。また、昭和 47 年には豊橋港が開港し、近年では、外国企業

が相次いで進出を決めるなど国際貿易港として脚光を浴びており、東三河の中心都市として基盤整備が着

実に進んできている。

　さらに、平成 11 年４月１日、「中核市」へと移行し、平成 18 年８月に市制施行 100 周年を迎えた本市は、

「ともに生きるまち」を基本理念とし、誰もが笑顔で暮らし行き交う「笑顔がつなぐ緑と人のまち・豊橋」

の実現に努めている。

・市　　　　　制

　　　明治３９年８月１日

・市役所の位置

　　　豊橋市今橋町１番地　　　東経　　１３７度２３分２７秒　　　北緯　　３４度４６分１０秒

・市の広さ（平成 21 年４月１日現在）

　　　面積　　２６１．３５km2　　　東西　　１７．８km　　　南北　　２３．９km

・世帯数、人口（平成 21 年４月１日現在）

　　　１４８，９１２世帯　　　３８４，４３１人




